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轡
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会
期
勲
離
叙
「
鶏
糾

し
 

【
行

事
目
 

定

表
】
 

…
会
期
中
全
商
店
の
連

合
大
売
出
・
し・

・
 

△
八
月
十
三
日
 
登
山
嚇
子
大
会
 

（
小
学
校
々
庭
午

前
八
時
ょ
り
）
 

津
軽
民
需
座
長
大
会
 

（
五
所
川
原
公
民
舘
午

前
九
時
ょ
り
喪
夜
）
 

二
代
目
津
軽
家
ス
ワ
子
・

鳴
深
勘

次

郎
 

尾
原
家
万
次
郎

・
山
内
タ
ッ
 ・
癖
藤
修

一
 

木
立

き
わ
・

佐
々
木
牛

月
・
外

多
数
 

ム
八
n
十
四
日
 
全
国
チ
ン
ド

ン
ャ
大
会
 

（
市
内
練
行
午

前
九
時
ょ
り
）
 

仕
掛
花
火
大
会
 

（
岩
木
河
原
午
後
八
時
三
十
分
ょ
り
）
 

七
タ
祭

（
ね
ぶ
た
運
行
）
 

（夜
、
町
内
練
行
）
 

一
 

麟

軽
麟
前
 

 

奮
 

ム
八
月
十
四
日
 
北
郡
辿
合
招
魂
祭
（
前
夜
祭
）
 

民
論
、
獅
子
舞
、
少
年
相
撲

（招
魂
堂
前
）
 

ム
八
月
十
五
日
 
隣
能
大
会
 
中
央
よ
り

一
流
聾
人
に
ょ
り
行
ら
 

（
午
後
三
時
ょ
り
於
五
高
講
）
 

七
タ
祭
（
ね
ぷ
た
運
行
〕
 

（
夜
町
内
練
行
）
 

招
魂
大
祭
 

（
獅
子
舞
、
民
議
，
小
年
相
撲
）
 

ム
八
月
十
六
日
 
北
郡
連
合
青
年
幽
休
育
祭
 

（
北
斗
グ
ラ
ン
ド
午
前
九
時
ょ
り
）
 

放
架
相
撲
 

（
岩
木
河
原
午

前
十
時
ょ
り
〕
 

七
タ
祭

（
ね
ぶ
た
運
行
）
ね
ぶ
た
流
し
 

（
窪
町
内
練
行
後
乾
橋
）
 

主

催
 
北
郡
商

工
会
議
所
五

所
川

原
支
部

後

援
 

五
 
所
 

川
 
原
 
町
 

役
 

場
 

△
八
月
十
二
日
 
脈
下
ァ
マ
チ
ヤ
ア
自
転
車
競
走
 

（
北
斗
グ
ラ
ン
ド

午
前
十
時
ょ
り
）
 

“
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ー
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。
凡
U
】
，
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、
ノ
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、
 

、い
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I
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ー
 

籍
霜
競
編
臨

欝
鯖
維

鵜
」
獲
話
騎
欝
発
展
の総一一
什
結
確い
叫
数

一
競
艶
 

擁
鷺
織
醸
薙
響

就
国
 

三
＋
日
チ
ヤ
ー
チル会
（
九
時）
 

m
購
踊
難
籍
瓢
麟

麟
魁
 
王
長群
審
濃
贈
？
疋基
 
蚊
、
蝿
 
の
撲
滅
具
 

誠
「
鰐
一
”
謡
糾
齢
？
喧
唯
”
”
報
 
十五
日
杜
 会
講
 
喫
十
血
時）
 
全
町
無
料
薬

剤
撤

布
 

（
全
年＋
一
月
本
免
許
歌
下
付
）
全
年
五
 

は
組
合
員
五
十
五
名
に
て
八
月
十
日
設
立

組
合
長
副
組
合
長
を
各

A
左
の
如
く
決
定
 

し
た
。
 

田
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

受
配
は

早

く
」
 

餓
熊
 ザ
（
鷺
 

旭
町
納
競
貯
蓄
粗
合
 

粗
合
長
 
荒
谷
勝
太
郎
 

去
る
七
月
三
十
日
執
行
さ
れ
た
琴
議
院
い
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、

住
民
登
録
を
主
  

副
組
合
長
 
笠
井
甚

太
鶴
 

川
ー
ー
 

三
 
上
 
忠
 
吉
 

地
方
選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
懸
全
体
を
通
眼
と
し
て
調
査

い
た
し
ま
す
。
 

じ
選
挙
民
が
政
治
に
関
し
至
つ
て
無
関
心
し

か
し
特
殊
の
本
情
に

よ
り
住
民
登
録
は

で
あ
つ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
た
響
て
た
し

て
居
な
い
が
引
続
な
三
ケ
月
以
上
当
町

か
つ
た
程
で
，
ま
と
と
に
遺
憾
と
す
る
と
に
住
所
を
有
す
る
と

い
う
方
が
あ
り
ま
し

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
当
町
は
懸
準
均
た
ら
速
か
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
る
と
同
 

投
票
率
三
割
玉
分
に
比
し
、
四
割
二
分
を
時
に
，
当
委
員
会
に
御
田
を
願
い
ま
す
。
 
粂
ね
て
募
築
巾
で
あ
り
ま
し
た
が
ハ
月
 

ー
 
ー
 

ー
 

・
 
円
証

接
金
）
 
の不
成
績
で
あ
つ
た
。
此
工

示
し
ま
し
た
こ
と
は
．
注
か
に
頼
も
し

い
か
か
る
人
は
当
委
員
会
の
示
す
証
明
維
の

q
山
て
罰
切
り
ま
し
た
町
内
皆
際
の
厚
い
 
甘

H廿
津
 

軽
 
妙
 
道

ー
ー
 
事
を

中
途
牛
端
に
し
て
体
止
し
た
理
由
に

所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
決
し
て
こ
れ
に
甘
提
川
を
必
要
と
い
た
し
ま
す
。
 

削
司
青
ぐ
よ
り
左
把
の
通
り
集
金
に
な
り
 

一I
  
一
一
i

一i
 
就

い
て
古
老
間
に
は
 
『中
央
方
面
の
株
主
 

ん
ず
る
こ
と
な
く
今
後
あ
る
べ
き
凡
て
の
何
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
た
基
本
選
柳
い
H
か
で
八
月
如
日
日
本
赤
十
字
杜
青
 

れ
 
d
 
子
 
嵐
 

は
事
業
其
物
に
共
鳴
し
た
の
で
は
な
く
，
 

選
挙
に
は
、
尚
一
肝
の
御
奮
闘
を
願

い
ま
挙
人
名
簿
は
十
月
三
十
一
日

r
出
来
上
り
兼
芝
邦
、
金
寸
改
し
ま
し
た
か
ら
脚
報
告
明
治

廿
七
年
十
二
月
青
弘
間
開
通
，
之
に

最
初
か
ら
喰
物
に
す
る
腹
で
挑
込
を
し
な

す
。
 

中
》
月
五
旧
か
ら
十
五
旧
聞
当
委
負
会
に
申
し
上
げ
ま
す
o
 
 
連

結
の
陸
喚
鉄
（
昭
和
二
年
六
月
省
線
と
か
つ
た
鴛
で
お
る
云

A
』
と
語
ら
れ
て
い
 

左
に
今
回
の
迷
挙
の
結
果
を
御
覧
に
入
れ
於
て
関
係
選
挙
人
の
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
「
、
金
五
万
参
千
六
百
七
拾
円
也
 

吐
高
）
『
、
五
所
川
原
川
部
間
は
大
正
七

る
。
 

ま
し
よ
ら
。
 

に
な
つ
て
居
ま
す
か
ら
、
自
分
な
ら
大
史
一
 
‘

:
．口
熟

一
、
三
九
」
ハ
 
年

九
月
開
通
と
な
つ
た
が
、
是
ょ
り
什
三
因
に
云
、
聯
七
窮

一
位
の
長
者
布
屋
家
の
 

率
 
％

ー

ー
 
計
 

況
 

ー
・
」
数
 
加

6
2
 

土
口
 
文
 

き
 
る
 
（
畜
主
に

は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
）
 

況
 

ー
・
」
数
 
刃
 

6
2
 

主
口
 
ん
又
 
＆
一
 7つ
 
（
畜
主
に

は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
）
 

票
引
引

川
引

一
那
量
甫
順

靴
 
七
月
八
日
設
立
さ
れ
旭
町
納
税
貯
蓄
組
合
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

ー
ノ
 

ー
フ
 

ョ

z
 
l

ー
 

こ
ノ
 

ノ
1
一
 

 
 

癒
護
醸
鷲
一
肩
山「観
覇
慧
蝋
鰯
難
鯛
越
築
綴

競
麓
「
（)）一
難
」
染
ょ

る減
収
を
最
 

謝
番
 
鐘
「諭
難
灘
灘
蕪
難
磐

濃
異夢
議
纏
曳
響
屍
～
籍
離伽
い競
勲
鯛

鷲
麟
襲
 

鷲
難
躍
議餌
鷺
鷲
瀦
灘
灘
響舞
総
難
鷲「m
鎗
鷺
議
籍
給
難
難
難
難
舞
）
 

を
立
証
す
る
に
は
，
当
委
負
会
と
し
て
は
一靴
交
場
を
兼
ね
た
場
所
で
も
あ
リ
ま
す
。
一り
を
、
は
が
な
な
り
な
ん
な
り
に
て
，
御
一病
発
生
の
懸
念
が
概
め
で
大
き
く
時
に
よ
一
（
ハ
）棄
剤
撤
布
の
実
施
 

住
民
登
録
を
根
披
と
す
る
こ
と
は
一
番
ょ
一又
婦
人
会
、
青
年
幽
、
母
子
会
、
 そ
の
他

教
受
下
さ
れ
ば
幸
甚
の
至
り
で
す
。
 

一
ると
不
慮
の
減
収
を
件
う
こ
と
が
あ
る
の
一
 

．
（農
．
業
委
員

会
）
 

m
名
青
吐
覆
噺
浸
れ
は
け
に
ゆ
冷
簿
m
登
刻
似
か
卿
卿
・
和
剣
朴
加
か
増
測

気
期
て
居
ま
す
。
 

は
高
温
が
期
待
さ
れ
，
八
月
上
旬
一
時
低
「
芯
泳
醐
の

吐
滑
を
吐
●
る
叱
と
。
 

載
さ
れ
る
眼
挙
民
は
，
佐
の
資
格
を
有
し
か
句
い
「
剖
日
m
』
か
句
』
目
編
引
ぐ
～
一
公
民
舘
は
町
民
の
皆
様
の
公
民
舘
で
あ
目
と
な
る
が
準
均
で
は
ゃ
ゃ
高
い
見
込
み
 
（
ロJ
除
草
は
中
止
す
る
こ
、
 

て
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
す
o‘

 
ー

ー
 

‘
 
ー

一
り
、外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
o
 
で
中
旬
は
平
均
し
て
ゃ
ゃ
低
い
見
込
み
で
 
（
ハ
）稗
慮
き
を
行
ら
こ
と
。

l
 

昭
和
八
年
十
二
月
十
九
日
以
前
に
生
れ
云
し
負

ハ
巨
工
町
島

D
者
さ
ん
が
ひ
ん
麟
一自
分
の
勉
強
部
屋
な
り
、
図
書
室
た
り
娯

あ
る
o
 

（
一
こ穂
肥
を
中
止
す
る
こ
と
。
 

た
人
で
あ
つ
て
本
年
六
月
4
四
日
以
前
集
つ
“
獅
」
割
剖

H
本
し
読
ん
葛
り
】集
室
な
り
に
入
る
気
持
で
、
範
に

お
出
三
・
特
に
瞥
戒
す
べ
を
事
項
 

（
ホ
）
落
水
期
を
お
く
ら
す
と
と
。
 

」猫
籍
誘報
鶏
喫
住
所
珂
」
離薪
参
町
難
鯵
轡
で雛
」
誘
鐘
「
」
”
」
」
」に
無
聾
議
難
鷺

議
偏
繊
麟
の強化
．
 

引
配
も
三
ケ
月
以
上
比
折
を
有
す
る
も
の
一
、図
書
舘
、
博
物
舘
，
公
会
堂
，
築
会
堂
，す
る
需
・
皆
設

の
卸
希
鷲
な
り
御
計
画
な
生

育
の
歎
賜
並
び
に
昆
延
に
よ
つ
て
綱
監
（

ロ
）
早
期
発
見
 

い
却
加
「如
加
n
い
彰
ジ

割
加
瞬翻
濃

ゆ
柵
糞
m
磯
加
難
脇

け
躍鵬
 

徴
 
観
四

m
に
青
環
漂
 
》

3
 

糸
 
貞
 
、
、
 
、

‘
 

昨
年
は
瓜
症
馬
皆
無
の
好
成
績
で
あ
り
ま
 

犬
緒
 
？

回

妙
鵬

薄
得

吃
 

納
秘
貯
蓄
組
合
法
に
基
な
、
今
般
田
町
い
か
川
コ
相
旬
山
鵬
か
山
し
鴎
五
ケ
年
計
 

参
議
院
議

員
補
欠

選
挙
投
票
結
果
ど
 

基
本
選
挙
人
名
簿
更

新

に
つ
い
て
 

投

票

率
 

四

割
一
一

分
 

撤
 

標
七

者
 
造
一
 
納
稔
貯

蓄
組
合
が
組
合
員
山ハ
十
九
名
に
て

画
の
最
後
の
年
で
も
あ
り
一
層
の
御
協
力
 

L
ー
 

ー
 
ー
投

者
一
d
n
し
 

引
F
U
F
し
た

‘
・
い月
一
丁・
舌
り
ジ・
1
1ト
か

α
？
具
』
ノ
E
十
o
 

良
 
シ

3
4
 

1
1
 

却

秒
彫

女
い
紅
乃
口
 

血
像
診
を
九
月
一
日
実
施
の
予
定
で
す
。
 

襟
器
 

済
2
8
 

納
税
貯
蓄
組
合
 

血
響
布熊
的
務
鴎
報
難
噴
 

2812 

夫
登
載
さ
れ
て
る
と
思
つ
て
も
．
つ
と
め
 

・
 
ー
・
 
【
…

l
 

年
以
前
に
於
て
，
当
町

の
佐
そ
木
嘉
太
郎
一
衰
徴
に陥
・
た
る
原
因
は
，
多
火
の
自
費
 

て
こ
か醤

中
に
見る
に御
出
下さ
いo
 

伝
貧
検
診
実
施
 

・
不
山
助
六
、板
柳
か松
町長
左
』生

一
裁
製
計
画
しH
割

鉄
道
が
木
成
加
 

九

州
地
方
 

水
害
義
損
金
御
礼
 

ー
 
，
‘
n
f
捉
！
 
 
一
白
1
一
日
．
]．ノ
 
 
‘

J
~
J
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1

4
Il
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《
z
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S
‘
コ
り

ー
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・
 

灘
響
競
麟
麟
灘
難
麟
鱗
）
稽
 

伺
卒
主
食
は
努
抄
て
現
金
買
さ
れ
る
上
う
起
工
式
を
執
行
し
た
。
 

恥
罵

い
い
た
し
ま
す
．
又
八
月
け

D
兜
A」
愈
4
工
事
に
着
乎
す
る
ま
で
に
準
嚇
は
進
 

鯵
隷
凄
難
獣
話
器
器
龍
離
」
鵬
輪
議
鐘
峰
響
 

に
必
ず
受
配
さ
れ
る
よ
う
陪
認
し
ま
か
9
 三
千
四
百
」
」
一
十
六
株
、
金
額
一
万
三
千
七
 

百
四
十
四
円

（携
込

一
株
に
付
五
円
内

一
 

×× 
（
 
不
良

天

候

に
件

う
 

”
 

「×
×

水
稲

耕

種
対

策
×
×

“
 

「
配
給
米

の
 

×
×
×
×
×
×x
×
××
××
×
×
×
x×
××
×
×x
×
×、
×
x
×
 

巌
「
蕪
』磯
難
》
」
託
一
稽
鷲
響
叫g
繊
譲
「謂
鷲
篇
 

月
創
立
総
会
を
東
京
に
開
き
、
創
業
費
六

、
十
六
日
一
 
（
チ
ヤ
」
ー
チ
匹
会
（
 
九
時
）
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三
女
 

安
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木
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戸
籍
は
人
の
身
分
関
係
を
公
証
す
る
も
◆
出
 

生
 

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
，
何
人
で
も
手
数
料
 
牛
十
郎
 
二
女
 

を
納
め
て
戸
籍
法
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
 

三
上
み
ち
子
 

之
る
よ
ら
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

又
例
え
ば
婚
姻
に
よ
つ
て
新
戸
籍
を
編

製
し
た
人
の
兄
弟
姉
妹
を
知
る
た
め
に
は

新
戸
籍
を
編
製
さ
れ
る
前
の
戸
籍
．
即
ち

父
母
の
戸
籍
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
，
父
母
や
兄
弟
姉
妹
が
皆
除
籍
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
の
戸
籍
が
除
籍
簿
に

つ
づ
ら
れ
て
加
り
ま
す
か
ら
，
除
籍
簿
も

戸
籍
簿
と
同
様
に
関
萱
す
る
こ
ど
が
で
き

る
よ
ら
に
な
つ
て
お
リ
ま
す
。
 

さ
ら
に
市
区
町
村
長
の
受
理
し
た
屈
書

そ
の
他
の
書
類
も
利
害
関
係
人
に
お
い
て
 

次
 
郎
 
長
女
 

木
村
系
く
子

政
 
一
 
四
男
 

紫
谷
好
寛

子
 
元
 
五
男
 

陳
 
正
標

敏
 
行
 
長
男
 

成
田
行

穂

啓
 
司
 
三
女
 

浦
田
桃

子

昭
 
三
 
長
男
 

木
村
昭
彦
 

縄

り
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八
月
 
十
一
日

十
二
日

十
四
日

・

十
五
日

十
六
日

一十
七
日

一
十
八
日
 

一
十九
日

三
十
】
日
 

清
 

長
女
 

松
本

節

子
 

秋
 
男
 
長
女

菊
池
由
里
子
 

忠
 
雄
 
一
一
女
 

間
山
涼
子

清
 
三
 
】
一
男
 

千
葉
勝

雄
 

功
 
長
女
 

相
津

順
子
 

儀
 
郎
 
一
一
男
 

横
島

省
治
 

四
 
郎
 
長
男
 

長
深

拓

雄

武
 

一
 
三
女
 

黒
瀧
恵
子

善
 
繊
 
長
女
 

三
上
倶
言
子

賃
三
郎
 
四
男
 

小
野

臓

悦
 

新
宮
町

元
 

町
 

布
屋
町
 

下
平
井
町

川
端
町

元
 
町
 

田
 

本
 

寺
 

巴
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請
書
類
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支
慶
資
金

P
貸
付
申
請
に
は
就
職
 
2
 
申
請
と
同
」
市
町
村
内
に
居
住
し
 

技
能
習
得
先
の
状
況
を
明
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に
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「
」
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1
1
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一
「
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を
嘗
ん
で
い
る
こ
と
 

ー
 
母
子
認
吐
資
金
の
貸
付
申
請
書
 

又
は
就
職
見
込
証
明
畳
 

て
い
る
こ
と
 

（
知
事
宛
で
用
紙
は
役
場
に
あ
り
 

7
 
繊
瀧
摺
鼎
議
唾
い
潰
滑
沖
備
に
4
 
3

」
一
定
の
畿
業
を
有
し
濁
立
の
生
計
 

ー
加
籍
鷲
騰
鯵
鎮
鵬
籍

7
紅
騒
難
繰

総
 

榊
陣
識
加
醐
象
休
峨
留
割
罷
が
 

七
難
馨
議

競
驚

s
穀
細
続
資
金
の
賛
付
器
に
は
右
は
概
餐
郵
熱
麟詳
細
は
町
役
 

s
 
癖
織
継
慌
噴
泣
沖
讃
附
沖
諸
沢
は
怖
m
概
映
で
ゆ
け
吐
す
か
ら
瞬
細
は
町
役
 

後
の
事
業
計
蔑
書
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劃
戸
も
競
川
割
仁
p
h円
二
よ
E
『F
  
④
 

③
 

④
 
回
 

神
陣
害
及
び
身
休
障
害
等
そ
の
 

申
請
時
の
察
業
成
績
書
及
び
借
入
場
民
生
課
に
御
尋
ね
下
さ
い
。
 

申
請
時
の
察
業
成
績
書
汲
び
借
入
場
民
生
課
に
御
葬
ね
下
さ
い
。
 

2
 
申
請
と
同

一
市
町
村
内
に
居
住
し
 
鳳
書
そ
の
他
市
区
町
村
長
の
受
理
し

て
ぐ
Q
こ
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類
に
記
載
し
た
事
項
の
証
明
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証
明
書
 

1
0修
業
資
金
の
貸
付
申
請
に
は
修
業
の

事
爽
を
証
明
す
る
書
類
 

・

資
金
借
受
け
の
保
証
人
 

ー
 
鷹
内
に

一
年
以
上
引
き
続
な
居
住

し
て
い
る
こ
と
 

1
 
配
偶
者
の
な
い
女
 

2
 
夫
の
生
死
が
明
か
で
な
い
者

つJ
 
夫
か
ら
批
棄
さ
れ
た
者
 

4
 
夫
が
海
外
等
に
あ
る
た
め
生
活
に

困
る
者
 

5
 
二
十
才
未
浦
の
見
意
を
養
育
し
て
 

．
い
る
者
 

二
、
脇
証
資
金
の
種
類
 

ー
 
生
業
資
金

〔
事
業
を
開
始
す
る
の
 

に
必
要
な
資
金
）
 

2
 
支
麗
資
金

（
就
菜
に
際
し
必
要
な
 

養
金
）
 

3
 
技
能
習
得
資
金

（
事
業
開
始
し
又
 

綴
磯
纂
誌
総

鑑

綴
 

金
）
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生
活
資
金

へ
該
抱
習
潟
資
金
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吐H
 

受
け
て
習
得
を
受
け
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い
る
期
間

中
の
生
活
を
准
持
・
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の
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必
要
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夏
休
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と
不
良
化
防
止
 

?
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難
鷲
難
麟
難
鷺
燕
蕪
灘
麟
蕪
 

肥
 

”
舞
譲
難

諾
議
龍
繊

細
 

一
三百
玉
十
号
で
公
布
さ
れ
ま
し
た
の
で
町
 

一
麟
諾鷺
慧
認

鉢
齢
離
 

一
者
のな
い
女
子
で
あ
つ
て
現
に
見
童
を
扶

一
養
して
い
る
者
に
対
し
、
生
業
の
開
始
、
 

一
見
厳
の就
学
そ
の
仙
に
必
要
な
資
金
の
貸

一
付
を行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

一
一
，貸
付
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対
象
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駈
数
駐
難
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譜
議鷲
鶏
課
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羅
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静
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繊
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鷺
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亡
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ト
こ
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5
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一
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ヒ
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系
冒
円
n
る
こ
と
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で
き
ま
す
。
 こ
れ
ら
の
轡
類
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4 	3 

勝
業
資
金

〔
そ
の
扶
養
し
て
い
る
ー
 
を

証
明
す
る
協
類
 

7

議

鰹
難
総

「
一
 

一
ぐせ
る
の
に
必
要
な
方
〔
金
」
 
一一
 

、
 

高
等
学
校
月
五
百
山
 

「修

学
 
資
 
金
 
以
丙
 
大
学
月
二
千
 

円
以
内
 

貸
付
の
種
類
金
額
の

限
度
一
唆霊
犠

翁

竺
据

置
 
期
間
 

修
学
さ
せ
る
の
に
必
嬰
な
資
金
）
一
 3
 
現
に
見
童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
 

魂
議
鏡
繍

灘
騒
鰹
“

難
鷲

鋸
般
鯵
購

響
一
五
 

さ
せ
る
の
に
必
要
な
資
金
）
 
一
 

計
画
詔
 

一

三
、
稲
祉
資
金
貸
付
金
の
限
度
及
び
貸
付
方
法
 

生

業
 
資
 
金
 
五
 
万
 
円
 
以
 
内
 

技
能
習
得
資
金
 

月
額
千
五
百
円
以
内
 

生
活
資
金
（
難」
麟
 

水
業
継続
資
金
 
一
回
に認

円
以
内
 

支
度
 
資
 
金
 

一
万
五
千
円

以
内
 

修
業
資
金
 

月
額
千五
百
円
以
内一
綴
隷

畿
能
を
 

叫
議
鍵
鍛
譲
を
継
続
す
 

修
学
資
金
（
そ
の
扶
萎
し
て
い
る
一
 

魁
欝
柵
島
等
字
柳
謝
耗
は
犬
馴
に
一
 
附
す

る
 

観
響
舞
繕

鑑
銭
撲
 

 

◆
早
寝
早
起
 

屋
外
で
の
は
げ
し
い
遊
び
も
多
い
か
ら
、
 

睡
眠
時
間
を
充
分
取
る
こ
と
は
勿
論
，
早
 

 

昭
和
二
十
八
年
度
 

農
業
基
本
調
査
実

施
 

修
 
学
 
期
 
間
 
中
 

唯
能，
喫
警
眼
 

潔
壕
鴫
謬
 

事
実
シ
」証
明
す
る
書
類
（
戸
籍
謄
一

木
）
も
し
戸
籍
謄
本
で
判
明
せ
ぬ
 

、
の
は
民
生
委
n
の
証
鵬
譜
も
添
 

貸
付
の
日
か
ら

一
年
間
 

右
 

に
 

同
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修
得
期
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満
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全
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一
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議
鷲

薫
議
麟
灘
）麟

認
綴
灘
鶏
護癒
軸
 

◆
夏
休み
中
の
計
画
 

◆
食
べ
物
と
小
遺
銭
 

知
く
知
馴て
お
』剖

剖
奪

割
ー

ょ
う
御
願
い
致
しま
す
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謹

麟
簾
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（
一
響
」
」
巾
謹

麟
鱗
灘
襲
繊
鷲
碑
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驚
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戸
籍
手
数
料
一
覧
表
 

W撃
議
懇
組
鷲

円
 

戸
籍
の謄
木
4
驚
諮

錆

十
円
 

戸
籍
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謄
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又
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抄
本
の
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載
事
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鯵
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挙
 
三
女
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谷

挙

子

治
 
長
男
 

大
谷
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東
 
町
 

良
 

一
 
一
一
男
 

赤
石
 
治
 

栄
 
町
 

美
都
直
 
長
男
 

蒔
田

佳

明
 
栄
 

町
 

中
平
井
町

新
 
町

中
平
井
町

旭
 

町

岩
木
町

新
宮
町

下
準
井
町
 

徳
 
衛
 
長
女
 

斉
藤
実
奈
子
 

敗

島
町
 

武
 
司

】
一
男
 

鳴
海
 

進
 

布
屋
町
 

博
 

一
 
】
一
男
 

木
村

博

英
 

醐
生
町
 

清
次
郎
 
四
男
 

久
 
三
 
】
一女
 

寺
田

昭
義
 

鎌

谷
町
 

伽
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⑥
都
合
に
よ
り
蓮
搬
予
定
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
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